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テクノロジーによる
能力と体験の拡張

講演概要
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人間拡張とは、足りない能力を補う補完・補綴や

今持つ能力の維持のみならず、その人が持つ能力

をテクノロジーによるサポートでさらに強化・増進・

拡張させるニュアンスをもつ技術分野です。人、ま

たは機械単体のパフォーマンスではなく、人と機械

を１つのシステムとみたと全体パフォーマンスを高め

ることを目指すとともに、その技術を使って、人の身

体のみでは実現できないような体験をさせてくれる

ことも期待されています。本講演では、体験におけ

る身体感覚の重要性について概説し、また空気圧

ゴム人工筋を利用した運動支援スーツを、スマート

コーチングやスポーツの拡張に応用した研究成果と

今後の展望を紹介します。
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